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論文内容要旨
 最近の核医学データ処理機能を内臓したコンピュータシステムの開発,シンチカメラの感度,
 分解能の向上によって,核医学診断学は新しい展開をみている。新しい機器を使用し・単なるイ
 メージングに終わる核医学診断ではなく,動態機能図,定量評価の手法の開発及び研究が盛んに
 行われている。
 我々は,クエン酸ガリウムを用いた腫瘍シンチグラムの定量評価の検討を行い,画像処理への
 応用を試みた。
 現在腫瘍シンチグラフィーと'してはクエン酸ガリウムが最も繁用されている。しかし,実際の
 ガリウムイメージ診断では陽性描画の判定に苦慮することが多い。それにもかかわらず,ガリウ
 ム集積の定量評価はほとんど行われていないのが現状である。陽性描画の半定量的評価法として,
 肝への取り込みとの比較,肩の筋肉部への取り込みとの比較等の報告がすでに見られるが,完全
 な定量評価とは言い難いものである。最近のシンチカメラでは全身のイメージングが容易であり・
 投与された核種の全身分布の検索が可能である。そこで,ガリウム集積の基準臓器の選択を全身
 臓器に広げ,コンピュータ処理により,ガリウム集積を基準臓器への取り込みに対する比として
 評価する方法を考案した。
 今回91例のガリウムシンチグラムの検討により,大腿筋肉部へのガリウム集積を基準とし,カ
 ウント比によるガリウム集積の定量評価が可能であるとの結論を得た。この評価法により,ガリ
 ウムイメージの客観的診断のための基礎を築くことができた。
 対象は,悪性腫瘍を疑われクエン酸ガリウムによる核医学的検索を依頼された91症例,うち25
 例が組織学的検索で悪性腫瘍の存在が確定された。使用装置はLFOV型ガンマカメラ,データ収
 集及び画像表示は核医学データ処理システムであるシンチパック1200を使用した。コンピュー
 タプログラミングは,一部シンチパック内サブルーチンプログラムを使用して,BASIC系言語
 BICOMEにより独自に行なった。ガリウムイメージの採取は,クエン酸ガリウム3mCi静注,
 48時間後に中エネルギー平行コリメータを使用し,3ピーク採取法によって行った。初めに全身
 平面像を背臥位にて前面,後面の順に採取し,病変の最も疑われる部位のスポット像を350-400
 Kカウントのプリセットカウントで採取することを基本とした。尚,画像マトリックスサイズは
 128×128を使用した。
 データ処理法は,シンチカメラを用いて得られたガリウム全身像において,大腿,脳,肺(左
 右各上肺及び下肺の4区画),縦隔,肝に同大の関心領域を求めカウントを算出し,各臓器カウ
 ントとした。又,シンチグラム上ほぼ・一様の取り込みを示し,充分な広さを持つ領域として大腿
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 に着目,大腿カウントを基準として各臓器カウントとの比を求めた。
 大腿,脳,肺の4区画,縦隔,肝それぞれの臓器カウントの変動係数はほぼ等しく,同等の分
 布をしていると考えられた。ガリウム画像診断上異常集積なしと判定された肺4区画のカウント
 と,大腿カウントの相関を求めたところ,いずれの区画でも相関係数0.87以上と高い相関が認
 められた。同様に脳,縦隔と大腿カウント間にも相関係数0.75,0.82と高い相関が認められた。
 尚,肝と大腿カウントは相関係数0.53と他臓器と異なる傾向を認めた。次に大腿カウントを基準
 とし,各臓器カウントの比を求めた。肺,縦隔の対大腿カウント比の変動係数は,それぞれの臓
 器カウントの変動係数に比し,有意の低下がみられた。又,肺,縦隔の対大腿カウント比の分布
 の検討では,正常例,異常例の間に明瞭な値の違いがあり,両者間に閾値の設定が可能であった。
 ガリウムシンチグラ7イーによる診断は,肺,縦隔,頸部が中心である。以上の結果から,これ
 ら臓器に関しては,対大腿カウント比を用いてガリウム集積の定量評価が可能である。又,肝へ
 のガリウムの集積にはガリウム体内動態に関する因子が強く働いていると考えられる。この点か
 ら,これまで比較的よく用いられてきた,ガリウム集積を肝への取り込みを基準として評価する
 方法には問題があることが示された。
 ガリウム集積の正常,異常間の閾値が定められれば,その値を用い画像再構成上のカットレベ
 ル下限値とし,再構成画像から正常取り込みの描出を消去することができる。又,ガリウムの明
 らかな異常集積を数値評価できれば,画像再構成上のカットレベル上限値を設定でき,その数値
 以上の集積を最大値と同等に描画した再構成画像が作成される。カットレベル値を,臓器対大腿・
 カウント比を用.い定めることが可能であった。得られた再構成画像は,明瞭化にすぐれ,客観的
 診断に寄与することが可能と考えられた。
 基準臓器を設け,その臓器への集積を基準とし,RI集積の定量評価を試みた本手法は,他核
 種の診断にも応用が可能であると考える。
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 審査結果の要旨
 クエン酸ガリウムを用いた腫瘍シンチグラムの定量評価の検討を行い,画像処理への応用を試
 みた研究である。
 一般に現在,悪性腫瘍の核医学的診断には,クエン酸ガリウムが最も繁用されている。実際の
 ガリウムイメージ診断にあたっては,陽性描画の判定に苦慮することが多い。
 著者は,91例のガリウムシンチグラフィーの画像処理を行い,大腿筋肉部へのガリウム集積を
 基準とし,対大腿カウント比によるガリウム集積の定量評価が可能であるか否かを検討した。こ
 の評価方法により,ガリウムシンチグラムの定量的客観的診断の基礎を明らかにした独創的研究
 であるということが出来る。
 対象は,悪性腫瘍を疑われる核医学的検索を依頼された91症例,うち25例が組織学的検索で
 悪性腫瘍の存在が確定されたものである。ガリウムイメージの採取は,クエン酸ガリウム3mCi
 静注48時間後に中エネルギー平行コリメータを使用し,3ピーク採取法により行っている。
 シンチカメラを用いて得られたガリウム全身像において,大腿,脳,肺(左右各上肺及び下肺
 の4区画),縦隔及び肝に同大の矩形の関心領域を設け,関心領域内カウントを各臓器のカウン
 トとした。これらの臓器カウント各々の変動係数は等しく,同等の分布と考えられた。ガリウム
 画像診断上異常集積なしと判定された肺4区画のカウントと,大腿カウントとの相関を求めた所,
 いずれの区画も相関係数0.87以上と高い相関が認められた。同様に脳,縦隔と大腿カウントとの
 間にも,相関係数0.75,0.82と高い相関を認めた。尚,肝と大腿カウントとの相関係数は
 0.53と他の臓器と異なる傾向が認められた。次に大腿カウントを基準とし,各臓器カウントζ
 の比を求め,その分布の検討を行っている。肺,縦隔の対大腿カウント比の分布では,正常と異
 常の間に明瞭な値の違いがあり,両者間に閾値の設定が可能であった。
 ガリウムシンチグラフィーによる診断は,肺,縦隔,頚部が中心である。以上の結果から,こ
 れら臓器では対大腿カウント比を用いることによりガリウム集積の定量評価が可能となった。尚,
 肝へのガリウム集積には,ガリウム体内動態に関する因子が,他の臓器に比し強く働いていると
 考えられた。この点から,これまで比較的よく用いられてきたガリウム集積の肝取り込みを基準
 とした評価法には問題があることも示している。
 ガリウム集積の正常,異常間の閾値をカットレベル下限値,異常値の代表値をカットレベル上
 限値とし画像再構成を行えば,画像の明瞭化が得られる。このカットレベル値を,臓器対大腿力.
 ウント比を用い設定することが可能で,得られた再構成画像は明瞭となり,客観的診断を容易に
 すると述べている。
 以上の如く画像処理によりガリウム集積の定量的評価の基礎を築いた独創的研究であり学位授
 与に値する。
 一88一
 戦も岬
